
子どもとその保護者を対象とした体験教室を実施。茶筅を使って抹茶

を点て、親から子へ、子から親へおもてなしをしました。 

年長児を対象に、日本の伝統文化“茶道”の体験教室を開催。部屋の入り

方、お菓子や抹茶の頂き方を学びました。和菓子が美味しい！と大喜び。 
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四季のある日本には、「月見」という伝統行事があります。月見は旧暦 8月 15 日(今年は

10 月 6 日)に、すすきを供えて中秋の名月を愛でる風雅な風習です。伝統文化の“詩吟”

“和楽器”“茶道”“俳句”を盛り込んだお月見の夕べを開催しました。公民館の自主グ

ループの方々の日頃の稽古の力が結集した、素晴らしいイベントになりました。 

プレバトのように、来場者が詠

んだ俳句の講評をしてもらい、

優秀者を選びました。 

詩吟の解説をして頂いた語り座の方々 お茶の手前は茶道教室の方で 

茶道は、単に茶を点てて飲むというだけではなく、おもてな

し・おもいやりの心が詰まっています。水屋では、一杯のお

茶を美味しくいただいてもらうため心を尽くします。 


